
 

 

 

 

足立区ユニバーサルデザイン推進計画 

 

区が実施する個別施策の担当所管自己評価まとめ 

（平成３０年度実施事業 実施報告書） 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１０月 

 

足立区  



◆実施報告書一覧 

だれもが活動しやすい『くらしの場づくり』（柱 1） 番号 

 

1-①ユニバーサルデザインに配慮した歩道を整備する 

 おしべ通り道路改良工事（平成 30 年度分） 工事課 1 

 五反野駅交通広場整備工事 街路橋りょう課 2 

1-②ユニバーサルデザインに配慮した公園を整備する 

 ユニバーサルデザインに配慮した公園内施設の改修 みどり推進課 3 

1-③ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備する 

 本庁舎の視覚障がい者誘導ブロックの整備 庁舎管理課 4 

 本庁舎ロータリータクシー乗り場スロープの設置 庁舎管理課 5 

 本庁舎東側スロープ段差の解消 庁舎管理課 6 

 ユニバーサルデザインに配慮した公共施設整備 営繕管理課 7 

 「公共施設等整備基準 事前協議」の実施 都市計画課 8 

 ユニバーサルデザインに配慮した学校施設整備 学校施設課 9 

 保育園利用者の利便性に配慮した設備改修 
子ども施設運営

課 
10 

 1-④ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する 

  小規模事業者経営改善の補助金による助成 産業振興課 11 

  東京都福祉のまちづくり条例の届出 障がい福祉課 12 

 

1-⑤ユニバーサルデザインに配慮した駐車場や駐輪場を整備する 

 北綾瀬南自転車駐車場改修工事 交通対策課 13 

1-⑥高齢者・障がい者向け住宅改良事業への支援を行う 

 要支援･要介護認定者の住宅改修 介護保険課 14 

 
障がい者の住宅改修 障がい福祉課 15 

住宅改良助成制度 住宅課 16 

1-⑦ユニバーサルデザインに配慮した公営住宅を整備する 

 足立区区営住宅等長寿命化計画の改定に向けて 住宅課 17 

 1-⑧放置自転車等をなくす対策を強化する 

  駅前における放置自転車対策 交通対策課 18 

 1-⑨ユニバーサルデザインに配慮した鉄道駅舎の整備を支援する 

  「足立区鉄道駅ホームドア等整備事業費補助金交付要綱」の策定 企画調整課 19 

 

1-⑩障がい者への様々な移動手段を確保する 

 障がい者の外出支援 障がい福祉課 20 

1-⑪ユニバーサルデザインに配慮した施設の案内サインを整備する 

 住区センターの案内サインの整備 住区推進課 21 

 
道路案内看板の設置 地域文化課 22 

多言語による館内案内サインの充実 中央図書館 23 

1-⑫ユニバーサルデザインに配慮した歩行者系案内サインを整備する 

 歩行者系案内サインの板面修繕 都市計画課 24 



 

 

  

 1-⑬音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 

  音声情報や触知情報による誘導装置の設置 営繕管理課 25 

 1-⑮バリアフリー基本構想を策定し推進する 

  区役所周辺地区の進捗状況 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
26 

だれもが使いやすい『ものづくり』（柱 2） 番号 

 

2-①区内事業者が行うユニバーサルデザイン関連製品づくりを促進する 

 あだち新製品開発講座の実施 産業振興課 27 

 ユニバーサルデザインという考え方の普及 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
28 

2-②区内事業者のユニバーサルデザイン関連製品の普及を支援する 

 区内業者が参加する展示会の出展方法やＰＲに関する支援 産業振興課 29 

  ユニバーサルデザイン製品の展示 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
30 



 

思いやりある『ひとづくり』（柱 3） 番号 

 

3-①ユニバーサルデザインに関する講演会を実施する 

 ユニバーサルデザイン講演会の開催 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
31 

3-②ユニバーサルデザイン出張講座を実施する 

 ユニバーサルデザイン出張講座の実施 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
32 

3-③ユニバーサルデザインに配慮した学習環境等を整備する 

 ユニバーサルデザインに配慮しただれもが学びやすい環境づくり 教育指導課 33 

 3-④職員のユニバーサルデザインに関する意識向上を図る 

  分かりやすい・伝わりやすい広報物制作 
シティプロモー

ション課 
34 

  ユニバーサルデザイン庁内推進員会の実施 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
35 

 

3-⑤日本語ボランティア教室を支援する 

 日本語ボランティア教室への支援 地域調整課 36 

3-⑥児童や生徒の国際理解教育等の学習を支援する 

 児童や生徒への国際理解教育の支援 地域調整課 37 

3-⑦国際交流イベント「あだち国際まつり」を開催する 

 国際交流イベント「あだち国際まつり」の開催 地域調整課 38 

 3-⑧ユニバーサルデザイン啓発用パンフレットを作成し配布する 

  ユニバーサルデザイン啓発用パンフレットの配布 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
39 

 3-⑨カラーユニバーサルデザインを推進できる職員を育成する 

  文書管理基礎研修でカラーユニバーサルデザインの周知 総務課 40 

  「カラーユニバーサルデザイン研修」の実施 総務課 41 

わかりやすく適切な『サービスや情報づくり』（柱 4） 番号 

 

4-①ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 

 「障がい者スポーツ推進月間」ポスター・チラシの作成 スポーツ振興課 42 

 ユニバーサルデザインに配慮したリーフレット等の作成 
こころとからだ

の健康づくり課 
43 

 環境に関するイベント・啓発についての印刷物の作成 環境政策課 44 

 「資源の出し方 ごみの出し方」リーフレットの作成 ごみ減量推進課 45 

 「ユニバーサルデザイン講演会」チラシの作成 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
46 

 保育施設 4月入所申込周知ポスターの作成 
子ども施設入園

課 
47 

 足立区議会広報誌「区議会だより」の作成 区議会事務局 48 

4-②聴覚障がい者に対してコミュニケーション手段を支援する 

 ヒアリングループ（磁気ループ）の貸出し 障がい福祉課 49 



 

 

 

  

4-③だれでも読みやすい「あだち広報」を作成し発信する 

 あだち広報製作事業 報道広報課 50 

 4-④JIS 規格に準拠した閲覧環境に左右されないホームページを運用する 

  区ホームページのトップページデザイン改修 報道広報課 51 

  区議会ホームページの作成 区議会事務局 52 

 

4-⑤多言語に対応したホームページや通知等を作成する 

 各種異動届出書等の多言語化（英・中・韓） 戸籍住民課 53 

 ホームページや通知等の多言語化 地域調整課 54 

 学童保育室入室の案内及びしおりの多言語化 住区推進課 55 

 多言語に対応した案内の作成 親子支援課 56 

 多言語に対応した案内の作成 
こころとからだ

の健康づくり課 
57 

 多言語に対応した母子健康手帳の作成 保健予防課 58 

 「資源の出し方 ごみの出し方」リーフレット版の多言語化 ごみ減量推進課 59 

 保育施設利用申込案内等の多言語化（英・中・韓） 
子ども施設入園

課 
60 

4-⑥防災ナビを利用し災害時における情報を発信する 

 足立区防災ナビの掲載情報の更新 災害対策課 61 

4-⑦外国語での窓口相談・電話相談を実施する 

 外国語での窓口・電話相談 地域調整課 62 

 4-⑧足立区ホームページのユニバーサルデザインコーナーを充実させる 

  ホームページ・ＳＮＳでのユニバーサルデザインの周知 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
63 

みんなが参加できる『しくみづくり』（柱 5） 番号 

 

5-①審議会委員等の公募制を推進する 

 足立区区民評価委員会による行政評価の実施 政策経営課 64 

5-②パブリックコメントを実施する 

 パブリックコメントの実施 政策経営課 65 

 パブリックコメントの実施（足立区景観計画） 都市計画課 66 

5-③ユニバーサルデザイン推進会議を運営する 

 ユニバーサルデザイン推進会議の実施 
ユニバーサル 

デザイン担当課 
67 

 5-④道路や公共施設等の安全性や利便性を区民とともに検証する 

  障がいのある方とともに実施した公園施設の点検 
パークイノベー

ション担当課 
68 

  通学路合同点検の実施 学務課 69 



件  名  番 号 

おしべ通り道路改良工事（平成３０年度分） 1 

関 連 施 策 
くらし 

１－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 工事課 

内   容 

場所：おしべ通り（加賀一丁目 4 番から 19 番先） 

既存の旧型マウントアップ形式の歩道を拡幅するとともに、段差をできるだけ少

なくしたセミフラット形式の歩道に改善することで、だれもが安全で快適に通行でき

る空間を確保する工事である。平成 26 年度から平成３０年度の 5 か年をかけて

整備していく中で、平成３０年度は第 5 期の整備を行った。 

【年次計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/koji/20160616.html 

実   績 

効   果 

・歩道を拡幅して縦断勾配を緩和し、バリアフリーブロックや視覚障がい者用誘導シ
ートを設置することで、視覚障がい者や高齢者などだれもが安全に通行することが
可能になった。 

・今後も、ユニバーサルデザインに配慮した歩道の整備を推進していく。 

  

30 年度整備 

26～29 年度 

整備済 

32 年度以降 

整備予定 



件  名  番 号 

五反野駅交通広場整備工事 2 

関 連 施 策 
くらし 

１－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 街路橋りょう課 

内   容 

場所：五反野駅交通広場（足立四丁目４１番地内） 

 ○身障者用乗降場を整備。歩道には段差をできるだけ少なくした 

セミフラット形式を採用。 

 

 

 

 

 

 

 ○近接地との一体整備により歩道幅員を確保し、勾配を緩やかに整備。 

 

 

 

 

 

 

 ○歩道内に視覚障がい者誘導用シートや音声案内サインを設置。 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・身障者用乗降場を駅改札寄りに整備。車道と歩道の段差をできるだけ少なくし 

たセミフラット形式の歩道を採用し、乗降のしやすさに考慮した。また、歩道部は勾

配を極力緩やかにし、かつ視覚障がい者誘導用シートを設置することで、障がい

者等も安全に通行することが可能となった。 

・交通広場の入り口には、点字及び音声に対応したサインを設置。だれもが利用し

やすい交通広場の整備に努めた。 



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公園内施設の改修 3 

関 連 施 策 
くらし 

１－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 みどり推進課 

内   容 

【事例：弘道第一公園】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園利用案内板の設置 

公園トイレの建て替え 

（オストメイト対応） 

公園出入口から公園トイレのアプローチ整備 



 

  ■整備内容一覧 

   

番号 公園名 だれでも 

トイレ 

トイレへ 

の誘導 

出入口 

の点字 

イラスト 

1 弘道第一公園 ○ ○ ○ ○ 

2 白旗塚史跡公園   ○  

    なお、ほか４か所の公園において現在、平成３０年度から平成３１年度債務 

工事にて整備工事中である。 

 

 

  ■公園一覧表 

   

番号 公園名 住所 

1 弘道第一公園 弘道二丁目 16 番 13 号・14 号 

2 白旗塚史跡公園 東伊興三丁目 10 番 14 号 
 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・既設の案内板を、子どもにもわかりやすいイラストを使ったデザインに変更し、より

わかりやすくなった。 

・オストメイト対応の公園トイレに建替えて、だれでも利用しやすいトイレになった。 

・公園出入口の改良及び公園トイレへの点字誘導ブロックを設置して、安全かつ利

便性が向上した。 

 

  



件  名  番 号 

本庁舎の視覚障がい者誘導ブロックの整備 4 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇     

担当所管 庁舎管理課 

内   容 

 

〇本庁舎外周 

 北館出口よりスロープまでの視覚障がい者用誘導ブロックの改修を実施。 

 北館出入口に設置されていた視覚障がい者用誘導ブロックが老朽化により欠ける

などの判別しにくい状態となっていたため、黄色のブロックに付け替え視覚的にもわか

りやすく見分けがつく状態に解消した。 

〇庁舎内 

 白い床の上に銀色の視覚障がい者用誘導ブロックを設置していたため、見分けが

つきにくい状態であったが、黄色いブロックに付け替えを行い見分けがつかない状態

を解消した。 

 

    

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
・北館出入口よりスロープまでの視覚障がい者用誘導ブロック整備を行っている。ス

ロープまでの誘導を行ったことにより周辺歩行がより安全に行うことができる。 

 



件  名  番 号 

本庁舎ロータリータクシー乗り場スロープの設置 5 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇     

担当所管 庁舎管理課 

内   容 

 

〇本庁舎ロータリータクシー乗り場にスロープを設置 

 本庁舎ロータリーにあるタクシー乗り場に段差があったため、車いすによるタクシー

の乗降が困難であった。そのため、タクシー乗り場を低くしスロープを設置して車いす

での乗降をスムーズに行えるようにした。 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
・足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区）策定に際し、区民による本庁

舎点検を実施し、いただいた意見について改善を行った。 

  



件  名  番 号 

本庁舎東側スロープ段差の解消 6 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇     

担当所管 庁舎管理課 

内   容 

 

〇本庁舎東側スロープの段差を解消 

 本庁舎東側にあるスロープに段差があり、車いすでの利用が難しい状態であった。

そのためスロープの最初にあった段差を無くし、車いすでの利用を容易に行えるよう

にした。 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 ・車いす利用者など、障がい者がスムーズにスロープを利用できるようになった。 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公共施設整備 7 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 営繕管理課 

内   容 

 

【実施場所】大谷田谷中住区センター、北綾瀬南駐輪場 

 

①大谷田谷中住区センター 

 

多言語表記案内板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段二段手すり             屋内１/１２スロープ 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

②北綾瀬南駐輪場 

 

多言語表記案内板                     拡大図 

 

 
 

 

 

多言語表記案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

 

・評価方法としては、工事完了後、１年又は２年目に行う経年調査や毎年行う施設

定期点検等で、その後の状況を施設主管課より聴取している。 

 

  

 

 



件  名  番 号 

「公共施設等整備基準 事前協議」の実施 8 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 都市計画課 

内   容 

 

 各施設整備の事前協議においては、「足立区公共施設等整備基準」に基づき、対

象項目・協議先チェック表を活用して、関係各課と協議をしている。ユニバーサルデ

ザインに関しては、「ユニバーサルデザイン導入チェックリスト」を活用しながら協議を

し、指導している。 

 

平成 30 年度 足立区公共施設等整備基準 事前協議内訳 

番号 名 称 備 考 

1 フレール西新井第一２号棟他３棟外壁修繕その他工事 公共住宅 

2 佐野いこいの森緑地改修整備工事その２ 公共施設等 

3 補助第２５８号線六町加平橋取付道路整備工事 公共施設等 

4 都営花畑七丁目団地（第３期） 公共住宅 

5 北足立市場管理棟外壁改修工事 公共建築物 

6 都営住宅江北七丁目第１期工事 公共住宅 

7 興野町住宅(B1～B9 号棟)外壁改修、窓枠改修及び鉄部

塗装工事 

公共住宅 

8 興野町住宅(C1～C11 号棟)外壁改修、窓枠改修及び鉄

部塗装工事 

公共住宅 

9 東綾瀬小学校増築その他工事 公共建築物 

10 都営青井五丁目アパート外壁改修及びﾊﾞﾙｺﾆｰ・廊下手

摺改修工事 

公共住宅 

11 都営竹の塚七丁目団地（第一期工事） 公共住宅 

12 東京都足立児童相談所仮設建物（児童相談所）設置工

事 

公共建築物 

13 伊興地域学習センター大規模改修工事 公共建築物 

14 千住青葉中学校仮設校舎等賃借 公共建築物 

15 主要区画道路②Ⅱ区間道路整備公示（仮称） 公共施設等 

16 東京都第六建設事務所仮設事務所等の賃貸借 公共建築物 

17 新田学園新校庭その他工事 公共建築物 

18 都営西綾瀬三丁目アパート外壁改修及び鉄部塗装工事 公共住宅 

19 都営大谷田一丁目アパート外壁改修工事 公共住宅 

20 
千住自動車営業所大規模改修その他工事 

公共的建築

物等 



21 都営島根二丁目第 2 アパート（4～6、9～11 号棟）外壁改

修及び（11 号棟）屋上防水工事 

公共住宅 

22 警視庁西新井警察署本木交番改築設計 公共施設等 

23 綾瀬小学校・東綾瀬中学校仮設校舎等賃貸借 公共建築物 

24 
（仮称）花畑防災倉庫整備工事 

公共的建築

物等 

25 警視庁竹の塚警察署保木間交番（31）改築工事 公共施設等 

26 東京都第六建設事務所改修工事 公共建築物 

27 
特別養護老人ホーム六月外壁改修その他工事 

公共的建築

物等 

28 警視庁綾瀬警察署足立四丁目交番改築工事 公共施設等 

29 しょうぶ沼公園改修工事その２ 公共施設等 

30 都営江北二丁目第 2 アパート（2 号棟）昇降機設置工事 公共住宅 

 

※民間の宅地開発事業や中高層集合住宅、大規模店舗等の事前協議は、 

開発指導課の所管事務で事前協議を行っている。 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/toshi/kokyoshisetsu.html 

実   績 

効   果 

・平成３０年度の足立区公共施設等整備基準の事前協議件数は 30 件である。 

・高齢者や障がい者等だれもが利用しやすい施設整備を指導することができ、ユニ

バーサルデザイン導入チェックリスト適合率は、目標値の９０％を上回る９５％（平

均）を達成した。 

・今後とも、「ユニバーサルデザイン導入チェックリスト」に基づき、関係各課と連携し

ながら工事担当部局と協議を行っていく。 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した学校施設整備 9 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 学校施設課 

内   容 

千寿小学校及び江北桜中学校の新築工事において、ユニバーサルデザインに配

慮した施設整備を実施した。 

 

 

【千寿小学校】 

昇降口          だれでもトイレ      エレベーター   廊下手洗場 

    
 

 

【江北桜中学校】 

昇降口          だれでもトイレ      エレベーター    トイレ手洗場 

              
 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・千寿小学校及び江北桜中学校の新築工事において、昇降口等のバリアフリー化、

だれでもトイレ・エレベーターの設置等を実施した。 

・トイレや廊下の手洗場を車いす利用可能とした。生徒が安全かつ安心して過ごせ、

避難時等において地域住民にも利用しやすい施設となった。 

 

  



件  名  番 号 

保育園利用者の利便性に配慮した設備改修 10 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 子ども施設運営課 

内   容 

 

あやせ保育園新規開設 

 

スロープ及び二段手すり設置      幅員の広い階段 

 

 

 

 

 

 

 

幅員の広い廊下             誰でもトイレ内にオストメイト設置 

 

 

 

 

 

 

 

誰でもトイレ内にオムツ交換台設置  職員トイレの洋便器化 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
・保育園内の利用・移動について、園児の保護者や職員が負担なく利用できるよう

になるとともに、高齢の方や足の不自由な方も快適に利用できるようになった。 

 



件  名  番 号 

小規模事業者経営改善の補助金による助成 11 

関 連 施 策 
くらし 

１－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 産業振興課 

内   容 

【概要】 

区内小規模事業者のうち、足立区で引き続き３年以上事業を営み、かつ区内で経

営改善計画を実行する個人事業主もしくは法人を対象に、経営改善計画の策定

支援と計画実行に対して補助を行う。 

【実施期間】 

平成３０年７月１７日～平成３０年１２月２１日 

【内容】 

設備等導入費補助及び店舗改修費補助の 

２つのコースで、２分の１助成で上限６０万円 

を補助する。 

申請者には、応募チラシを活用して整備基準 

を説明した。 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/chushokigyo/yushi-monozukuri.html  

実   績 

効   果 

・店舗改修費補助として１２社が、ベビーカーでも入店しやすくするための段差解消や

だれもが認識しやすい位置への看板設置等を行うことで、ユニバーサルデザインに

配慮する仕組みを推進した。 

 

 

  

対象者に配付した 

応募チラシ  

 



件  名  番 号 

東京都福祉のまちづくり条例の届出 12 

関 連 施 策 
くらし 

１－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 障がい福祉課  

内   容 

 

東京都福祉のまちづくり条例では、特定都市施設（都市施設のうち、規則で定める

種類及び規模のもの）を新設又は、改修する場合に、工事着手する日の３０日前まで

に、整備基準を踏まえた届出をするよう定めている。（建築確認が必要な施設につい

ては、建築確認に先立って届出が必要） 

届出が整備基準に適合していない場合には、必要な助言・指導を行うことにより、

ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進している。 

 

●小規模建築物の整備基準について 

生活に身近な店舗等のうち、用途に供する部分の床面積が２００㎡未満のもの（小

規模建築物）については、小規模建築物の実態に合わせた整備基準を設けている。 

※平成３０年度は届出４２件中２８件（約６割）が小規模建築物（コンビニエンスストア

等の物販店舗や飲食店舗、サービス店舗等） 

 

小規模建築物の整備基準（抜粋） 

出入口 幅 80ｃｍ以上 

車いす使用者が通行の際支障となる段差を設けないこと 

直接地上へ通ずる出入口と利用居室の出入口を結ぶ車

いす使用者が通行可能な経路を確保 

便所 次に掲げる構造の便房を１以上設置 

・腰掛け便座、手すり等を適切に配置 

・車いす使用者が利用することができるような空間の確保 

・直接地上へ通ずる出入口から当該便房までの車いす使

用者が通行可能な経路を確保 

敷地内の通路 幅 120ｃｍ以上 

車いす使用者が通行の際支障となる段差を設けないこと 

※敷地の状況等により整備基準による整備が困難である場合には、管理者の介助

などで対応し、高齢者、障がい者等が利用できるようにする必要がある。 

関連する 

ホームページ 
www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/machi/machizukuri/jore.html 



実   績 

効   果 

・特定都市施設の新設・改修時に、「東京都福祉のまちづくり条例」の整備基準を

踏まえた届出を４2 件受理し、必要な指導・助言を行うことにより、ユニバーサルデ

ザインに配慮した民間施設の整備推進を図ることができた。 

 

  



件  名  番 号 

北綾瀬南自転車駐車場改修工事 13 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 交通対策課 

内   容 

 

〔自転車駐車場写真〕           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔多言語表記の案内看板〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工夫したポイント  ４カ国語標記の案内表示板を設置し、二階建て構造をから 

二階構造の平面式自転車駐車場を整備 

関連する 

ホームページ 
https://www.city.adachi.tokyo.jp/kotsu/shisetsu/churinjo/016.html （更新予定） 

実   績 

効   果 

・２階部分を無くしたため、階段が無くなり利用しやすくなった。 

・４か国語標記により、外国出身者も利用しやすくなった。 

  

整備後 



件  名  番 号 

要支援･要介護認定者の住宅改修 14 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 介護保険課 

内   容 

 

平成３０年度の住宅改修費支給実績  2,005 件 173,729,784 円  

 

【対象者】 

介護保険の認定で、要支援・要介護と認定された者 

 

【対象工事】 

要支援・要介護認定者の身体状況により、必要と認められた自宅における下記の工

事（*新築・改築は対象外） 

・手すりの取付け 

・段差や傾斜の解消 

・滑りにくい床材・移動しやすい床材への変更 

・開き戸から引き戸等への扉の取替え、扉の撤去 

・和式から洋式への便器の取替え 

・その他これらの各工事に付帯して必要な工事 

 

【利用限度額】 

原則 1 回限り 20 万円まで （1 割～3 割の利用者負担あり） 

*1 回の改修で 20 万円を使い切らずに数回に分けて使用することも可 

*転居した場合や介護度が著しく高くなった場合、再度支給可 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kaigo/kurashi/hoken/kaigo-kaishu.html 

実   績 

効   果 

・住宅改修により、要支援・要介護認定者の住環境を改善することに貢献し、施設

等に入所することなく、住み慣れた土地・家で、より安全に生活し続けることを可能

にした。 

  



件  名  番 号 

障がい者の住宅改修 15 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 障がい福祉課 

内   容 

・ 在宅の障がい者の日常生活を容易なものとするため、住宅の一部を改善す

る場合に助成します。 

・ 新築の場合は屋内移動設備の設置のみ対象となります。 

・ ６５歳以上の方は、屋内移動設備のみ本事業の対象となり、それ以外は介護

保険給付での対応となります。 

・ ６５歳未満の介護保険対象者も保険給付が優先されますが、保険給付のみ

では不足する場合、改修前に申請いただいくと、介護保険からの給付額を差

し引いた額について助成が受けられます。 

・ 給付種目と対象者、助成額は下表のとおりですが、世帯の課税状況に応じて

一部自己負担額があります。 

・ 従前制度から変更なし。 

給付種目 対象者 助成限度額 

小規模住宅改修 学齢児以上６５歳未満で下肢または体幹に

かかる障がいの程度が３級以上、および補装

具として車いすを交付された内部障がい者

（ただし特殊便器への取替えは上肢障害２級

以上） 

難病で下肢または体幹機能に障がいのある

方 

２００，０００円 

中規模住宅改修 学齢児以上６５歳未満で下肢または体幹に

係る障がいの程度が２級以上、および補装具

として車いすを交付された内部障がい者 

６４１，０００円 

屋内移動設備 学齢児以上で上肢、下肢または体幹の機能

障がいを有し、歩行ができない状態で、かつ

障がいの程度が身体障害者手帳１級の方お

よび補装具として車いすを交付された内部障

がい者（６５歳以上も対象になります） 

機器本体・付属機器 

９７９，０００円 

設備費 ３５３，０００円 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-jutaku-

setsubi.html 

実   績 

効   果 

・在宅の重度障がい者が生活しやすいように住宅を改修することによって、生活の

質を向上し、日常生活の利便を図ることができた。 



件  名  番 号 

住宅改良助成制度 16 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 住宅課 

内   容 

 １４件、２，０２３千円の助成実績 

（内訳：戸建住宅及び共同住宅の専用部６件、分譲マンションの共用部８件） 

 

【住宅改良事例】 

≪戸建住宅の居室の段差解消≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪既存分譲マンションにおけるスロープ・手すりの設置≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/juutaku/machi/jutaku/kairyojose.html 

実   績 

効   果 

・戸建住宅及び共同住宅の専用部は５件が段差解消・手すり設置、１件が間取り変更工事

であった。分譲マンションの共用部は８件ですべて段差解消・手すり設置工事であった。 

・平成３０年度から箇所別上限額の見直しや手続きの簡素化を行った結果、徐々に周知

が図られてきており、年度後半から問い合わせや申請件数が多くなった。 

・平成３１年度は、他の住宅に関する助成事業の窓口と一元化を図り、さらなる周知を行う

ことで申請件数の増加を図る。 

  

  



件  名  番 号 

足立区区営住宅等長寿命化計画の改定に向けて 17 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 住宅課 

内   容 

平成２２年８月に策定した「足立区区営住宅等長寿命化計画」を改定し、２０１９

年から２０２８年を実施期間とする「足立区区営住宅等長寿命化計画（素案）」を作

成し、パブリックコメントを行った。 

本計画には、区営住宅の建替えの際には「ユニバーサルデザインに配慮する」旨

を新たに明記した。 

（ユニバーサルデザインに配慮した区営住宅の事例：中央本町四丁目アパート） 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/juutaku/choujumyouka.html 

実   績 

効   果 

・足立区区営住宅等長寿命化計画にユニバーサルデザインを盛り込むとともに、エ

レベーターの設置等が困難な公営住宅を集約建替えの対象とすることで、ユニバ

ーサルデザインに配慮した公営住宅の整備を進められるよう計画した。 

 

  

左上：外観全体 

右上：段差のないアプローチ

とエントランス 

右下：車いす使用者対応の

エレベーター 



件  名  番 号 

駅前における放置自転車対策 18 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 交通対策課 

内   容 

 駅前周辺の半径約３００ｍの地域を自転車等放置禁止区域に指定し、自転車駐

車場への誘導等の街頭指導や、長時間放置されている自転車について、警告の札

付及び撤去活動を実施している。 

 

  【放置禁止区域の路面ステッカー】    【移送所で保管している撤去自転車】 

  

 

●主要駅ごとの放置率 

 

 放置率＝放置台数／乗入台数（放置台数＋駐輪場内の駐車台数） 

  ※小数点第２位以下切捨て 

 

 放置台数 乗入台数 放置率 

北千住駅 ８台 ３，９０４台 ０．２％ 

西新井駅 １３台 ４，２２２台 ０．３％ 

竹ノ塚駅 １０台 ８，２３７台 ０．１％ 

綾瀬駅 １４台 ７，３７５台 ０．１％ 

                   【平成３０年度東京都調査結果より】 

 

 



 

●総合自転車対策業務委託の効果 

 

 総合自転車対策業務委託とは、放置自転車対策業務と駐輪場の管理運営業務を

一括で業務委託し、この２つの業務をより効率的かつ効果的に行うものである。総合

自転車対策は、特に放置自転車が多かった地区で実施することとなり、平成２３年度

より北千住・五反野地区、平成２５年度より竹の塚・西新井地区で導入した。その結

果、東京都における調査では、区内の駅前自転車放置率について、平成２４年度から

３０年度まで７年連続で２３区最少を達成した。放置自転車台数も年々減少傾向にあ

り、総合自転車対策の成果は継続的に上げられている。 

 

 区内放置率 区内駅前放置台

数 

平成２４年度 ０．５％ １９３台 

平成２５年度 ０．５％ １９５台 

平成２６年度 ０．５％ １９７台 

平成２７年度 ０．５％ １７３台 

平成２８年度 ０．３％ １２０台 

平成２９年度 ０．３％ １１０台 

平成３０年度 ０．３％ １１１台 
 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kotsu/machi/jitensha/hochi.html 

実   績 

効   果 
・東京都による駅前放置自転車の現況と対策調査の結果、駅前における自転車の

放置率は０．３％で、７年連続で２３区最少の数値を記録した。 

 

  



件  名  番 号 

「足立区鉄道駅ホームドア等整備事業費補助要綱」の

策定 
19 

関 連 施 策 
くらし 

 １－⑨ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 企画調整課 

内   容 

「足立区鉄道駅ホームドア等整備事業費補助要綱」 

●設置スキーム 

 鉄道事業者の申請に基づき、国・自治体（都及び区）・鉄道事業者が、事業費の３

分の１ずつを負担する。 

●自治体の負担について 

区は、足立区鉄道駅ホームドア等整備事業費補金交付要綱（平成３０年１１月３

０日決定、同１２月１日施行）に基づき、鉄道事業者に事業費の３分の１の補助金を

交付する。区は、そのうちの２分の１を、都から補助金として受けることができる。 

したがって、区の負担額は事業費の６分の１となる。 

●補助要綱の概要 

（１）交付対象者は、鉄道事業者とする。 

（２）交付対象経費は、ホームドア等の設置に関する設計費、機械本体購入費、据

付け工事費等とする。 

（３）交付額は、交付対象経費の３分の１以内、かつ、ホームドア１列につき６,０００万

円（都の補助金含む）を限度とする。 

（４）区の負担額は交付対象経費の６分の１以内、かつ、ホームドア１列につき３,０００

万円を限度とする。 

（５）補助事業実施の前年度に、区と鉄道事業者で事前協議を行う。 

（６）その他の事項含め、都や他自治体の要綱を参考に策定している。 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・補助要綱が策定されたことにより、鉄道事業者に対し、費用面による整備の支援と
促進が可能となった。 

・東武鉄道（株）は、東武スカイツリーライン北千住駅３階ホーム２面３線のホームド

アについて、２０２０年度の供用開始をめざし、補助金を活用し、２０１９年度から２０

２０年度にかけて整備を実施する。 



件  名  番 号 

障がい者の外出支援 20 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑩ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 ① 、③～⑦障がい福祉課 

内   容 

 

①自分ひとりでは移動（外出）することが困難な障がい者（児）等に対して、ガイドヘル

パーを派遣し、障がい者の円滑な社会参加を促進する事業。この事業を利用する

ことで、障がいの有無にかかわらず外出が容易になり、障がい者（児）の活動の場

が広がった。 

 

③外出困難な心身障がい者に、日常生活の利便と生活圏の拡大を図るために、東

京２３区・武蔵野市・三鷹市で利用できる福祉タクシー券を交付した。 

 

④身体障がい者が自己もしくは同居する家族の所有する自動車又は原動機付自転

車により外出した場合、その燃料費の一部を助成した。 

 

⑤身体の障がいのため、一般の三輪自転車などが利用できない方に対し、身体障が

い者用三輪自転車の購入費などの一部を助成した。 

 

⑥身体・知的障がい者が自動車運転免許を取得する際、費用の一部を助成した。 

 

⑦自動車のハンドル、アクセル、ブレーキ等を改造し、四肢のうち２肢に障がいがあっ

ても自動車の運転ができるようにする事業を実施した。「両手のみ動かすことがで

きる」「両足のみ動かすことができる」「片手と片足のみ動かすことができる」等の障

がいに対して対応が可能。この改造により、障がい者の移動環境が大きく改善し、

行動範囲の拡大につなげることができた。 

関連する 

ホームページ 

①http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-nichijo-ido.html 

③http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-taxi.html 

④http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-nenryohi.html 

⑤http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-nichijo-sanrin.html 

⑦http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-kaizohi.html 

実   績 

効   果 

・一般交通機関の利用が困難な障がい者に対し、移動の手段を確保することによ

り、障がい者の社会参加の促進を図ることができた。 

・三輪自転車購入費助成については、平成３１年４月より「日常生活用具等給付事

業」に種目追加して助成する。 

  



件  名  番 号 

住区センターの案内サインの整備 21 

関 連 施 策 
くらし 

1－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 住区推進課 

内   容 

大谷田谷中住区センターの大規模改修工事に伴い、案内板・館内サインをユニバ

ーサルデザインや多言語（英語・中国語・韓国語）に対応させた。 

 

  
◇館内サイン（四か国語表記）◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇案内サイン（四か国語表記）◇ 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 
・住区センターに来館する外国人の方に対し、分かりやすい案内ができる体制を整

えることができた。 

 



件  名  番 号 

道路案内看板の設置 22 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 地域文化課 

内   容 

 

郷土博物館にて英語併記した道路案内看板を設置した。 

 

 
 

 
 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 ・郷土博物館を訪れたい外国人の方に対して、わかりやすく案内することができた。 

 



件  名  番 号 

多言語による館内案内サインの充実 23 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 中央図書館 

内   容 

実施場所：興本図書館 

      

 

実施場所：江南図書館 

    

 大規模改修工事等により館内のサインを一新する際、多言語化やピクトグラム表示

を実施した。 

関連する 

ホームページ 
なし     

実   績 

効   果 
・館内サインを多言語化することで外国人利用者へのサービスアップにつながっ 

た。 

  



件  名  番 号 

歩行者系案内サインの板面修繕 24 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑫ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 都市計画課 

内   容 

歩行者系案内サイン板面修繕を実施し、施設更新や名称変更に伴う、既存サイン

の表示内容の時点修正を行った。（平成３０年１２月から平成３１年２月実施） 

 
〇綾瀬駅周辺地区   ８基 
〇五反野駅周辺地区 ８基 

 

   【綾瀬駅周辺サイン】           【五反野駅周辺サイン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 【修繕例】 

 

 

               【修繕例】 

関連する 

ホームページ 
なし   

実   績 

効   果 
・サイン表示内容の時点修正を行い、多言語や色彩等、ユニバーサルデザインに

配慮した最新の情報に更新することで、適切な歩行者誘導が可能となった。 

  



件  名  番 号 

音声情報や触知情報による誘導装置の設置 25 

関 連 施 策 
くらし 

1－⑬ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管 営繕管理課 

内   容 

【実施場所】大谷田谷中住区センター 

   

音声誘導案内（出入口） 

拡大図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声誘導案内（屋内） 

 

                                      拡大図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 

 

・評価方法としては、工事完了後、１年または２年目に行う経年調査や毎年行う施

設定期点検等で、その後の状況を施設主管課より聴取している。 

  

 

 

 

 



件  名   番 号 

区役所周辺地区の進捗状況 26 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑮ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■進捗状況 

  バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）にて 

完了している足立区のバリアフリー事業を、下記のとおり示す。 

 

整備対象 事業内容 

足立 36 号 ②視覚障害者誘導用ブロックの設置（一部完了） 

足立区役所 ②タクシー乗り場の段差の解消 

 ③障がい者等用の駐車スペースの改善 

 ④だれでもトイレの改善 

エル・ソフィア ⑥視覚障害者誘導用ブロックの改善 

 ⑦案内サインの改善 

 ①敷地内通路等の通行動線上にある溝蓋の改善 

中央本町地域学習センター ⑦筆談用具の準備とその表示の設置 

中央本町住区センター ③筆談用具の準備とその表示の設置 

栗島住区センター ①視覚障害者誘導用ブロックの設置 

 ②筆談用具の準備とその表示の設置 

梅島住区センター ⑥筆談用具の準備とその表示の設置 

足立保健所 ③筆談用具の準備とその表示の設置 

足立福祉事務所 ③視覚障害者誘導用ブロックの改善 

 ④筆談用具がある旨の表示の設置 

 
 ※事業内容の番号は、バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）に準ずる。 



関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/barrier-free-tikubetukeikaku-

kuyakushoshuuhentikuhen.html 

実   績 

効   果 

 

・バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）の特定事業計画で、目標年次が定

められたことで、区役所周辺地区の区以外の公共施設においてもバリアフリー化の

道筋ができた。 

・特定事業計画が設定され、区の生活関連施設のバリアフリー化が促進され、歩行

空間のバリアフリーネットワークが形成された。 

  



件  名  番 号 

あだち新製品開発講座の実施 27 

関 連 施 策 
もの 

２－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

担当所管 産業振興課 

内   容 

【あだち新製品開発講座】 

あだち新製品開発講座では、自社の得意分野を生かした独自製品を開発する製品

を開発するために、４月から９か月間に渡って、開発方法、権利の守り方、プレゼン方

法などを実践的に学ぶ講座を実施している。 

平成３１年３月１日に開催した、次年度の参加企業募集のためのプレセミナーにおい

て、ユニバーサルデザイン担当課と連携し、ユニバーサルデザインの理念について説

明や関連製品の紹介を行った。 

 

 

 

 

 

 

【周知関連】 

産業団体の定例会において、ユニバーサルデザインの講演会の案内などを配布

し、周知を図った。 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/nyusatsu/29-new-product.html 

実   績 

効   果 
・あだち新製品開発講座では、各参加企業がユニバーサルデザインに配慮した製品

開発を行った。 

 

  

各企業のディスカッション風景 



件  名  番 号 

ユニバーサルデザインという考え方の普及 28 

関 連 施 策 
もの 

２－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■新製品開発講座（プレセミナー） 

   日程：平成３１年３月１日 

   場所：あだち産業センター 

   見学者：約１５名 

   内容：製品開発においてユニバーサルデザインを取り入れてもらえるよう、ユニバ

ーサルデザインの理念についての説明や関連製品の紹介を行った。 

 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 

 

・勉強会に参加した事業者に対して、ユニバーサルデザインについて考えるきっかけ

をつくることができた。 

・区内事業者から、開発した製品が多く周知されることに対して、喜んでいただくこと

ができた。それにより、区内事業者が新たに開発するための意欲の向上につながっ

た。 

  

【 講演風景 】 【 ユニバーサルデザイン製品の展示 】 



件  名  番 号 

区内業者が参加する展示会の出展方法やＰＲに 

関する支援 
29 

関 連 施 策 
もの 

２－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

担当所管 産業振興課 

内   容 

●区内企業、特に足立ブランド認定企業の PR の場 

としては、東京ビックサイトで実施の「機械要素技 

術展」、「国際雑貨 EXPO」、「産業交流展」素技術 

展」に出展し、製品等の PR を行った。また、他の 

支援としては、見本市出展経費の助成を行ってい 

る。 

 

 

 

 

●上記展示会に出展する企業に対して、展示会 

出展に向けて、製品の魅力的な展示方法や製 

品についてのプレゼンテーション力を高める方法 

の事前研修を行った。また、第三者が出展企業 

の評価を行う方法も取り入れ、より効果の上が 

る展示会となるよう努めた。 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/shogyo/brand-toha.html 

実   績 

効   果 

・出展経費助成等の出展支援を行うことで、各出展企業が展示会に出展しやすい

環境を作ることができた。 

・展示会出展に向けた事前研修の実施や第三者による評価内容を各企業にフィー

ドバックすることにより、出展企業の意識が変わり、ブースの装飾に工夫があらわれ

てきている。 

 

  

 
【展示会の様子】 

 

【事前研修の様子】 



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン製品の展示 30 

関 連 施 策 
もの 

２－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■中学生職場体験 

   日程：平成３０年６月２７日～２８日、７月１２日～１３日 

場所：都市計画課打合せコーナー 

見学者：第十中学校 ３名、第七中学校 ３名 

 ■ユニバーサルデザイン庁内推進委員会 

   日程：平成３０年７月９日 

場所：区役所南館４階作業室 

見学者：２８名 

 ■ユニバーサルデザイン製品展 

   日程：平成３０年８月２０日～２１日 

場所：区役所１階 アトリウム 

見学者：約２５０名 

内容：普段、なかなか区役所には訪れない子どもたちにも見てもらえるよう、 

    夏休みの期間にあわせて、ユニバーサルデザインに関連する製品を 

    展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ユニバーサルデザイン製品の展示】 【ユニバーサルデザイン製品展のメイン看板】 



   東京ＭＸテレビの取材を受け、８月２０日に２回放送された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた段差を体験してもらえるよう、 

段差模型と車いすを用意した。 

 

 

 

 

 

 

 

   足立区の取り組み事例をパネルで展示し、紹介も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京ＭＸテレビの取材の様子】 

【段差体験コーナー】 

【足立区のユニバーサルデザインの取り組みのパネル展示】 

【製品展示コーナーの看板】 

【車いすを使用している様子】 



 ■ユニバーサルデザイン講演会 

   日程：平成３０年１０月２５日 

場所：区役所庁舎ホール ホワイエ 

見学者：約３００名 

 ■新製品開発講座（プレセミナー） 

   日程：平成３１年３月１日 

場所：あだち産業センター 

見学者：約１５名 

 

関連する 

ホームページ 
 http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/udseihinkasidasi.html 

実   績 

効   果 

 

・製品展において、会場の展示動線を考え、案内看板等によるアプローチ方法を工

夫した。 

・職員や区民の方に、ユニバーサルデザインやその製品について興味を持ってもらう

ことができた。 

・来場者が実際に製品に触れて体験することで、ユニバーサルデザインを理解し、普

段の生活に取り入れられていることを知る良い機会となった。 

・参加した小学生から、普段何気なく使っているものも、実はユニバーサルデザインで

あることに驚き、夏休みの宿題の自由研究のテーマにしたいという感想があった。こ

のようにユニバーサルデザインに興味を持ち、その自由研究の成果が学校で披露さ

れることで、ユニバーサルデザインがさらに多くの人に周知されていくことが期待でき

た。 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン講演会の開催 31 

関 連 施 策 
ひと 

３－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■ユニバーサルデザイン講演会 

日程：平成３０年１０月２５日 

場所：区役所 庁舎ホール 

参加者：２５８名  職員(２２３名)、区民(１３名)、事業者(４名）、 

               ＵＤ推進会議委員(３名)、他自治体職員(１５名) 

内容：（株）凸版印刷の商品企画課長を迎え、 

「使うひとへ こころをこめて 思いやりでつくります 使いやすいパッケージ」

をテーマに講演していただいた。 

また、講演で紹介した（株）凸版印刷が開発したパッケージ商品などをホワ

イエで、講演後に参加者が体験できるよう展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
 なし（平成 30 年度講演会終了に伴い削除） 

実   績 

効   果 

 

・講師に（株）凸版印刷の商品企画課長を迎え、パッケージ開発における取り組み事

例を紹介してもらうとともに、日常に隠されたユニバーサルデザインを知れる機会を

提供することができた。 

・ＵＤがより身近に感じられ理解を深めることができたと、８割の方から回答があった。 

・人にやさしいもの・サービスづくりについて考える場を提供することができた。 

  

【ユニバーサルデザイン講演会の様子】 
【講演で紹介した 

パッケージ商品などの展示の様子】 



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン出張講座の実施 32 

関 連 施 策 
ひと 

３－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■ユニバーサルデザイン出張講座実施 区内小学校一覧（平成３０年度） 

 

鹿浜五色桜小学校 ５月２日 ４年生 ２クラス ５９名 

六木小学校 １月２０日 ６年生 ３クラス ８３名 

千寿第八小学校 １月２３日 ５年生 ３クラス ８５名 

古千谷小学校 ４月２３日 ４年生 ３クラス ９８名 

花畑小学校 ５月１２日 ６年生 ２クラス ７０名 

東伊興小学校 １月２５日 ５年生 ３クラス ９８名 

東綾瀬小学校 ４月２７日 ４年生 ３クラス ８８名 

本木小学校 ４月２５日 ６年生 ２クラス ７５名 

西伊興小学校 １０月１９日 ５年生 ２クラス ６６名 

千寿双葉小学校 １月２３日 ３年生 ３クラス ９０名 

  計   ２６クラス ８１２名 

 

 

 

 

 

 

 

 
【授業の様子】 

発表の時間 聴く時間 



関連する 

ホームページ 
 http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/machizukuri/kokoro-ud.html 

実   績 

効   果 

 

・児童約８００名に対して、ユニバーサルデザインのまちづくりに必要な心づかいの重

要性を周知することができた。 

・学校公開での依頼もあったため、保護者の方にも周知することができた。 

・教師や児童へのアンケートでも好評であり、今年度実施した小学校から来年度の依

頼が来た。 

 

 【 教師 】 

・分かりやすい内容で、とても良かった。 

・いろいろな人がいるという視点やどの子にとっても生活しやすくという視点が学校生

活でも大切だと思うので、またぜひ活用したい。 

・講義や話し合いだけでなく、実際に体験（見る、動く）したり、様々な方と関わる中で

考えていける内容になると、さらに嬉しい。 

・グループ活動の時間があり、子どもたちの話し合いが活発になったので良かったと思

う。 

・子どもたちにとって、ユニバーサルデザインについて知る良い機会になった。 

・時代が変わり、様々な人が暮らす中でユニバーサルデザインが生まれ、「心づか

い」の大切さがよく分かった。 

 

 【 児童 】 

・すごく分かりやすく、おもしろかった。 

・テレビでの説明とプリントを使って、ユニバーサルデザインのことを知れたので、とても

楽しく勉強できた。 

・またユニバーサルデザインの授業を受けたい。 

・ユニバーサルデザインは、お年寄りや障がい者だけでなく、だれでも使えたり、だれも

が安心して暮らせることだとわかった。 

・身近なところにもユニバーサルデザインがたくさんあって驚いた。 

・まちの中にはいろいろな人がいて、その人たちの役に立つための優しいユニバーサ

ルデザインがあることがわかった。 

・「心がけやゆずりあいなどをしたら良いまちになる」ということが印象に残った。 

・私は、あまり生活の中で暮らしにくいなどを思ったことがないけど、世界中には生活

するのに苦労している人がいることがわかった。 

・ユニバーサルデザインは、ものの工夫だけではなく自分たちでもできるということを知

り、やっていきたいと思った。 

・自分たちがユニバーサルデザインをできるようにして、すてきな足立区にしたいと思

う。 

 

  



件  名   番 号 

ユニバーサルデザインに配慮しただれもが学びやすい 

環境づくり 
33 

関 連 施 策 
ひと 

３－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● ○  

担当所管 教育指導課 

内   容 

 

ユニバーサルデザインの導入（誰もが学びやすい環境づくり） 

○児童･生徒の視覚に入る教室の前面の掲示を精査することで、児童、生徒の授業
への集中力が高められるようにしている。 

 

 

 

 

 

○授業での視覚支援。 

（わかりやすい板書計画、見通しをもった授業展開、拡大提示等） 

・伝達授業を実施し、足立スタンダードによる授業展開を推進することで、授業に 
おける視覚支援の手立てについて情報を提供した。 

○教職員による校内の生活環境への共通理解により、視覚支援を重視した校内ルー
ルの徹底。 

  

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

・黒板の全面を整理したことで、授業中の児童・生徒の集中力を高めることができ

た。 

・見やすく分かりやすい表示により、校内ルールの徹底が図られた。 

  

 



件  名  番 号 

分かりやすい・伝わりやすい広報物制作 34 

関 連 施 策 
ひと 

３－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管 シティプロモーション課 

内   容 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・受講者の満足度が非常に高く、広報物制作に対する意識の高さがうかがえる。 

【アンケート結果】４段階満点で平均３．９６ 

・研修や相談などを通じて、「情報を伝える」ことに対する意識が変わったという職員

が多数いた。 

  

相談案件ごとに、広報物制作
の目的・ターゲットなどを把握
するための相談シートを活用す
ることで、職員の情報整理がで
き、広報物制作に対する意識
付け、スキルアップにつながっ
ている。 

デザインだけでなく、コピーやコンセプト等も
一緒に考えていく。 

■チラシ・ポスター等の広報物制作相談（年間 458 件） 

■チラシ研修（4 回）、カメラ研修（1 回） 総受講者数 77 人 

早期に伝わりやすい広報物制作の
意識づけを図るため、入区 2、3 年
目の職員が受講する「セレクト研修」
にチラシ研修の内容を盛り込んでい
る。 



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン庁内推進委員会の実施 35 

関 連 施 策 
ひと 

３－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 庁内の各部・室より２０名の職員を庁内推進委員とし、全４回にわたりユニバーサル

デザインについて学習し、検討を行った。 

 ■第１回 

   日時：平成３０年７月９日 

   内容：庁内推進委員の活動計画や目的について説明するとともに、ユニバーサ

ルデザインの基礎知識や足立区が進めるユニバーサルデザインの事例を

学んだ。また、ユニバーサルデザイン製品を展示し、使いやすいポイント

などを理解しながら体験した。 

 ■第２回 

日時：平成３０年８月２８日 

   内容：車いすや高齢者体験キット等を使用し、障がい者や介助者として疑似体

験を行った。その後、グループワークを行い、感じたことや今後の改善方

法を共有した。 

 

 

 

 

 

 

・昨年度の庁内推進委員のアンケート結果より、疑似体験をしてから、そこで感じた

ことなどを障がい者の方々と意見交換をしたいという意見があり、第２・３回の内容の

順序を逆に変更した。 

 

 

【車いす体験】 【全盲体験】 【高齢者体験】 



 ■第３回 

日時：平成３０年１１月３０日 

内容：足立区障害者団体連合会の協力をいただき、様々な障がいを持つ方々 

の実体験を直接伺うことができ、職員の障がいに対する理解を深めること

ができた。その後、グループワークを行い、感じたことや今後の改善方法を

共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 ■第４回 

日時：平成３１年３月１日 

   内容：グループワークの中で、各職場での問題点等について意見交換し、実際に

何について、だれが困っていて、どのような改善ができるかを考えることがで

きた。 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 

 

・疑似体験や障がい者との意見交換などを通じ、ユニバーサルデザインの視点で庁

内の課題を確認し、解決策を提案することができた。 

・委員会の参加により、ユニバーサルデザインに対する意識の向上につながり、委員

の各職場に還元されることが期待される。 

 

 【委員会全体を通したアンケート結果（抜粋）】 

・普段ならなかなか気づかないような視点で区役所を見ることができた。 

実際に様々なことを検討してみてユニバーサルデザインにゴールはないと感じた 

が、一人でも多くの人が過ごしやすい・使いやすいといった環境をつくろうという姿勢 

が大事なことなのだなと思った。 

・普段、見えない目線から違う見方をすることで障がい者の方の気持ちがわかり、勉

強になった。以降、窓口の対応時に以前より気を遣うことができるようになった。 

・ここで経験したものを職場へ持ち帰り、部署内で発信するのと同時に職務にも反映

させていきたい。 

・もっとたくさんの職員に体験してもらいたい。 

  

【グループワーク後の発表風景】 



件  名  番 号 

日本語ボランティア教室への支援 36 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管 地域調整課 

内   容 

 

【日本語ボランティア支援講座】 

 日本語ボランティア教室のボランテイア数減少への対応策として、日本語ボランティ

ア育成のための講座。 

実施場所 ： 梅田地域学習センター 

対   象 ： 足立区内の日本語ボランティア教室で活動できる方 

周知方法 ： 足立区ホームページ、広報、チラシにて周知 

講座内容 

6 月～7 月にかけて、全 8 回連続講座 

第 1 回 多文化共生社会と日本 25 名 

第 2 回 「生活者としての外国人」のための日本語支援 25 名 

第 3 回 支援に役立つ日本語の基礎知識① 23 名 

第 4 回 支援に役立つ日本語の基礎知識② 23 名 

第 5 回 コミュニケーション力をつけよう① 23 名 

第 6 回 コミュニケーション力をつけよう② 21 名 

第 7 回 地域に役立つ教材と支援の方法 22 名 

第 8 回 学齢期の子どもたちへの支援・講座のまとめ 20 名 

※工夫した点 

講座最終日に代表者にきてもらい、教室入会の手続きの場を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【日本語ボランティア中級講座】 

区内日本語ボランティア教室で活動中のボランティアの指導力向上を目指すスキル

アップ講座。 

実施場所 ： 梅田地域学習センター 

対   象 ： 足立区内日本語ボランティア教室で活動中の方 

周知方法 ： 区内 16 教室に案内。各教室単位で出席者名簿を提出。 

講座内容 

2 月に全 4 回連続講座 

第 1 回 「会話」の文型① 

～教科書がなくても大丈夫！～ 

28 名 

第 2 回 「会話」の文型② 

～教科書がなくても大丈夫！～ 

29 名 

第 3 回 やさしい日本語① 

～「伝わる」とは～ 

30 名 

第 4 回 やさしい日本語② 

～話して書いて、実践トレーニング～ 

25 名 

※工夫した点 

スキルアップ講座に、「やさしい日本語」を講座内容に取り込んだ。 

 

関連する 

ホームページ 

 http://www.city.adachi.tokyo.jp/chiiki/chiikibunka/shogaigakushu/volunteer.ht 

ml 

実   績 

効   果 

 

・日本語ボランティアの高齢化により活動人数が減少しているが、講座受講者が入会

することにより、既存の日本語ボランティア教室を維持できた。 

・教室開催場所の確保により、安定して日本語教室を開催することができた。 

・新たに取り入れた「やさしい日本語」の内容は日本語ボランティアから高く評価され

た。 

  



件  名  番 号 

児童や生徒への国際理解教育の支援 37 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管 地域調整課 

内   容 

 

・外国文化に触れることにより、多様性や違いを受容する地盤づくりを目的に、文化

交流ボランティアや JICA・JOCA の講師を区立学校へ派遣し、国際理解教育を行

った。 

・14 校、47 学年 合わせて 118 クラス・3,519 人の児童・生徒が国際理解教育を

受講 

 

   
【文化交流ボランティア授業の様子】      【発展途上国の現状紹介の様子】 

 

 

対象：区立小学校・中学校の児童・生徒 

周知：文書及びメールにて小学校・中学校合わせて 105 校へ国際理解教育の案内 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
・授業後の児童・生徒向けアンケートの満足度アンケートの結果、「とても満足」との

回答は約 7 割、「満足」との回答は約 3 割得ることができた。 

 

  



件  名  番 号 

国際交流イベント「あだち国際まつり」の開催 38 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管 地域調整課 

内   容 

 

実施場所：ベルモント公園   

            

   
 

 

実施内容 

・世界の食・雑貨のテント 

・世界のステージ 

・日本のこどもあそび、英語紙芝居 

・初期消火訓練、地震体験、煙ハウス 

・防災、防犯啓発 

・外国人のための相談コーナー 

・東京電機大学外国人留学生会によるゲーム 

 

来場者 

約 12,000 人 

 

 

 

 



 

   
【地震体験・煙ハウス】           【世界のステージの来場者】     

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

 

・家族連れや日本語教室など団体も多く、一日滞在しながら様々な国の料理や雑

貨、ステージを楽しんで過ごし、交流促進へつながった。 

・消防署による防火啓発、災害対策課による防災啓発、危機管理課による防犯啓

発を日、英、中の三言語で行うことができた。 

 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン啓発用パンフレットの配布 39 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 下記のとおり、様々な機会で配布した。 

 

配布場所 配布部数 

出張講座 約５５０部 

中学生職場体験 ６部 

ユニバーサルデザイン庁内推進委員会 ２２部 

ユニバーサルデザイン製品展 約２０部 

あだちＮＰＯフェスティバル ２０部 

ユニバーサルデザイン講演会 約３０部 

新製品開発講座（プレセミナー） ３０部 

全区施設職員講習会 ３０部 

 計 約７００部 
 

関連する 

ホームページ 
 http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesign-pamflet.html 

実   績 

効   果 

 

・パンフレットを配布することにより、職員や区民の方にユニバーサルデザインの考え

方について啓発することができた。 

・生徒・児童に対してユニバーサルデザインについて考えるきっかけを与えることがで

きた。 

・生徒・児童がパンフレットを持ち帰ることで、保護者の目に触れ、家庭でもユニバー

サルデザインを考える機会をつくった。 

  



件  名  番 号 

文書管理基礎研修でカラーユニバーサルデザインの周知 40 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑨ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● 〇 〇 

担当所管 総務課 

内   容 

 

１ 文書管理基礎研修において、カラ 

ーユニバーサルデザインのガイドライン 

を用い、内容の周知を図るとともに、 

バリアントールを用い、色弱者の方の 

色の見え方を体験した。 

 

平成３０年６月７日 

午前・午後 計２回 

 

 

 

 

２ 外注印刷物作成報告の際は、実際 

に作成した印刷物を提出させ、カラー 

ユニバーサルデザインの観点をクリア 

しているか確認している。 

関連する 

ホームページ 
https://www.city.adachi.tokyo.jp/somu/ku/kuse/k-k-k-cud-insatsubutsu.html  

実   績 

効   果 

・文書管理基礎研修では、カラーユニバーサルデザインについての基本的な知識

を周知することで、職員の意識醸成を図ることができた。 

・外注印刷物作成報告時に確認している印刷物は、カラーユニバーサルデザイン

の観点をクリアしているため、より分かりやすい印刷物作成への理解は浸透してい

る。 

  



件  名  番 号 

「カラーユニバーサルデザイン研修」の実施 41 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑨ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● 〇 〇 

担当所管 総務課 

内   容 

 

【開催日】 平成３０年１０月５日 

【内容】 

過去に区で発行した広報物を取り入れながら、カラーユニバーサルデザインの実践

的な配色方法や検証技術を学んだ。 

【ターゲット】 

主に外注印刷物を作成する各所属の職員を対象とするが、一般職員についても、

文書管理基礎研修でカラーユニバーサルデザインの視点について周知している。 

【工夫した点】 

講義を中心とせず、バリアントールを活用しながら、実際にどのような色に見えるの

か、色弱者の方の視点を体験することを通じて、カラーユニバーサルデザインについ

て学んだ。 

 

 
【グループワーク】                 【修了証】 

関連する 

ホームページ 
https://www.city.adachi.tokyo.jp/somu/ku/kuse/k-k-k-cud-insatsubutsu.html 

実   績 

効   果 

・参加職員からは、「街中の色々なものがカラーユニバーサルデザインを意識したも
のになっていると知り、新しい発見ができました」といった意見や、「色弱の見え方を
想像し、バリアントールを使って体験することで、知識ではなく感覚で学ぶことができ
た」といった感想を得た。 

・研修開始からこれまで 120 名の職員が受講しているが、習得した内容を即実践に
移せるよう、引き続き講義内容を工夫していく。 

  



件  名  番 号 

「障がい者スポーツ推進月間」ポスター・チラシの作成 42 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 スポーツ振興課 

内   容 

 

【製作物】 障がい者スポーツ推進月間周知用ポスター、チラシ 

 
【事業概要】 健常者・障がい者のいずれも一緒にスポーツを楽しめる機会を提供

し、障がい者スポーツの更なる普及を目指すと共に、「こころのバリア

フリー」推進していくことを目的に、2 月にイベントを順次開催 

【メインターゲット】 子ども・障がい者 

【その他の対象者への周知】 HP、SNS 

【工夫したポイント】 競技イラストを載せることで、文字だけでは伝えづらい競技への

イメージが掴みやすくなるようにするとともに、ユニバーサルデザ

インに配慮しながら、どのように見えるか確認しながら作成した。 

関連する 

ホームページ 
なし（事業終了に伴い削除） 

実   績 

効   果 

・ユニバーサルデザインに配慮し、色覚に障がいのある方にも見やすい印刷物を作

成することができた。 

・イラスト使用により、各競技の特徴を表現することができた。 

・庁内のポスターチャレンジで表彰を受けた。 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮したリーフレット等の作成 43 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管  こころとからだの健康づくり課 

内   容 

 

【対象者】 

足立区民 

 

【対象者に対して工夫しているポイント】 

 ターゲットとした若い世代の対象者へ伝

わりやすいキャッチフレーズを考え、大きな

フォントやカラフルな色を使用して、作成し

ている。 

 また、理解しやすいデザインを心掛け、

PR したい箇所には、目立つ色を使って工

夫している。 

 

【作成にあたってチェック・確認方法】 

 業者から届いた原稿を第三者の目とし

て、担当者以外の職員もチェックしてい

る。その際、デザイン・配色・情報に不備が

ないか、作成の都度、確認している。 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 
・ユニバーサルデザインに配慮して作成することにより、「目に留まりやすい」、「分か

りやすい」印刷物に仕上がっている。 

 

  



件  名   番 号 

環境に関するイベント・啓発についての印刷物の作成 44 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 環境政策課 

内   容 

  

１．主な発行印刷物 

地球環境フェア２０１８ポスター・チラシ／クールビズポスター／ウォームビズポスター

／夏休み子どもエコプロジェクト 

２． 

 
 

３．メインターゲット 

地球環境フェア２０１８ポスター・チラシ、夏休み子どもエコプロジェクト：小学生以下の

子ども 

クールビズ／ウォームビズポスター：来庁者、区職員 

 

４．その他の対象者への周知 

特になし 

 

５．工夫したポイント 

ユニバーサルデザインに配慮した印刷物作成ガイドラインのチェックリストを活用し、だ

れもが見やすくわかりやすい印刷物の作成に努めた。 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

・配色や文字の大きさ等に配慮し、見やすくわかりやすい印刷物に仕上がり、イベン

トでは集客に効果があった。 

  



件  名   番 号 

「資源の出し方 ごみの出し方」リーフレットの作成 45 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 ごみ減量推進課 

内   容 

 

ごみ減量推進課、足立清掃事務所、戸籍住民課、各区民事務所で配布した。 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

・カラーユニバーサルデザイン及びページ構成への配慮を行い、配色や文字の大き

さ及び、使いやすさに配慮したリーフレットを作成した。 

  



件  名  番 号 

「ユニバーサルデザイン講演会」チラシの作成 46 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

【チラシ】  ユニバーサルデザイン講演会 

 

 
 

【メインターゲット】  区民、事業者 

【その他の周知方法】  ホームページ、フェイスブック、ツイッター 

 

講演者である（株）凸版印刷の作成案をもとに、わかりやすいキャッチフレーズやレイ

アウトを考え、カラー印刷でなくても一目でわかるよう、文字の大きさや網かけなどで

工夫した。 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

 

・レイアウトや文字の大きさなど、見やすくわかりやすいユニバーサルデザインに配慮し

たチラシを作成することができた。 



件  名   番 号 

保育施設４月入所申込周知ポスターの作成 47 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 子ども施設入園課 

内   容 

 

【配布期間】 平成３０年１０月１日～平成３０年１２月３日 

【配布場所】 各認可保育所、区立認定こども園、住区センター、各福祉課等 

2019 年度保育施設４月入所申込みについて期間・申込受付場所の周知のために

ポスターを作成、掲載する。 

期間が一目でわかるようなデザインを心がけ、「保育コンシェルジュ」事業の周知の

ため、コンシェルジュのマークを掲載した。また、色についても、やさしく明るい温かみの

あるものにした。 

また、申込み期間や対象が異なる保育施設等と区立認定こども園の２種類のポス

ターを作成。２種を並べて掲出することを考慮し、ポスターの大きさやカラーユニバー

サルデザインを意識した色で見分けやすくした。 

 

    
（サイズ：Ｂ３ 364×515mm）        （サイズ：Ａ３ 297×420mm） 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

 

効   果 

・申請期間・受付場所をわかりやすく周知をすることができた。 

・色覚障がいのある方にとっても見やすい配色のポスターを作成することができた。 

 



件  名  番 号 

足立区議会広報誌「区議会だより」の作成 48 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 区議会事務局 

内   容 

議会広報誌として、定例会号・臨時会号・新年号と年６回各３３万部強発行のう

え、各戸配布している。各戸配布以外にも、駅の広報スタンド、区民事務所、住区セ

ンター、包括支援センター等に配置を依頼し、区議会ホームページにもＰＤＦ版を掲

載するなど、多くの方に読んでいただけるようにしている。 

今年度より、区議会ホームページの本会議録画中継ページがモバイル対応となっ

たため、代表・一般質問のページに議員ごとのＱＲコードを掲載し、記事を読むことに

併せて、議員の質問中の動画にアクセスすることも可能となった。 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.gikai-adachi.jp/index.html 

実   績 

効   果 

・発行後、実施事項についての要望・ご意見は特にいただいていないため、現状の

目的は達成しているものと考える。 

・今後も、区民がより議会に関心を持てる情報を発信できるよう、調査・研究を行っ

ていく。 

  



件  名  番 号 

ヒアリングループ（磁気ループ）の貸出し 49 

関 連 施 策 
情報 

４－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 障がい福祉課 

内   容 

 

ヒアリングループ（磁気ループ）の貸出しについて、従来の広報紙、ホームページによ

る周知に加え、庁内向けに周知を実施した。 

 

 
東京都障害者差別解消法ハンドブックより抜粋 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/jikiru-pu.html 

実   績 

効   果 ・ヒアリングループ（磁気ループ）の貸出しにより、難聴者の意思疎通の支援を図る。 

  



件  名  番 号 

あだち広報製作事業 50 

関 連 施 策 
情報 

４－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ○  ●  

担当所管 報道広報課 

内   容 

全ての発行号において、カラーユニバーサルデザインに関連するチェックや読み 

やすさを高めるための対応を行っている。 

 

【読みやすさを高めるための対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑例：「毛長川に人道橋を架橋」の紫下線と、マップ上の紫の橋を関連付ける意

図だったが、読者にとって分かりにくい状態だった。 

↑マップ上に直接「人道橋」などの吹き出しを配すとともに、マップ上の色と吹き出

しの色を合わせることで、視認性を高めた。 



 

【写真表現の有効性やレイアウトの完成度の高さを評価】 

 平成 31 年全国広報コンクールで、組み写真部 入選 3 席（全国 4 位）を受賞。 

 

＜平成 30 年 8 月 10 日号 6・7 面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/ku/koho/ichiran/index.html 

実   績 

効   果 

・平成３０年度に発行したあだち広報全号について、文字や色味に関する意見や苦

情等はほぼ受けなかった。 

・視覚障がいの方や高齢者だけでなく、外国の方でも読めるよう、電子ブック版「あ

だち広報」の導入準備を実施。実際に平成３１年４月から 10 言語の自動翻訳機

能、音声読み上げ機能、文字が大きく表示されるポップアップ機能などを追加し

た。 

  



件  名  番 号 

区ホームページのトップページデザイン改修 51 

関 連 施 策 
情報 

４－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 報道広報課 

内   容 

区公式ホームページのトップページデザイン改修をおこない、区の魅力をビジ

ュアルイメージ（PR 画像や YouTube 再生ボタンの配置）を利用して発信できるよ

うにした。これにより、これまで利用者の目につき難かった区の重要施策やプロモ

ーション、ピックアップイベント情報などが一目でわかりやすく探せるようになった。 

 

１ 主な改善点（次頁参照） 

（１）PR 画像 

区の重要施策やプロモーション、イベント情報などが一目でわかりやすく探

せるように変更。 

（２）動画再生バナー 

あだワン受賞作品、ドローン動画、広報番組など、区が制作した YouTube

動画をトップページ画面で再生できるバナーを設置。 

（３）トピックス・新着情報エリアの拡張 

トピックス・新着情報の表示件数を、これまでの５件から８件に増やす。ま

た、需要の多い「イベント情報」を、より目に付きやすいトピックス・新着情

報エリアに移動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 実施日 

平成３０年９月３日（月） 

 

改修後のトップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp 

実   績 

効   果 

トップページ掲載コンテンツは軒並みアクセス数の増加がみられた。掲載後 6 か月

のアクセス増加状況は下記のとおり（抜粋）。 

・第 7 回あだワングランプリ動画：30 回→457 回 

・オランダ連携動画          ：30 回→370 回 

・広報番組                 ：15 回→260 回 

・公園遊具 in あだち          ：46 回→571 回 

 

  

動画再生バナーを配置 

ニーズの高いイベント情報

を目に付きやすい場所へ

移動 

トピックス・新着情報の表

示件数を５件→８件に 

PR 画像を大きく配置 

（自動でスライド） 



件  名  番 号 

区議会ホームページの作成 52 

関 連 施 策 
情報 

４－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 区議会事務局 

内   容 

 

議会日程、議員紹介、議案一覧等の情報について議会の動きにあわせてページ

作成、公開を行っている。 

「予算・決算特別委員会インターネットライブ中継」の配信ページの追加に合わせ

て、本会議録画映像のページもスマートフォン・タブレット対応となった。 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.gikai-adachi.jp/index.html 

実   績 

効   果 

・一部のページがスマートフォン等のモバイル端末対応となり、より多くの人が利用し

やすい形になった。 

・今後も、議長が主宰する区議会広報委員会の意見を基にした更新を続けるととも

に、よりよいホームページとするための調査・研究を行っていく。 

 



件  名  番 号 

各種異動届出書等の多言語化（英・中・韓） 53 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   〇  

担当所管 戸籍住民課 

内   容 

 

平成２４年７月９日より外国人住民の住民票が作成され、窓口サービス係、各区民事

務所で住民基本台帳法等の各種届出がされるようになった。 

これに伴い、各種異動届出書などの多言語化（英語・中国語・韓国語）を行い、日本

語のできない外国人が窓口に来所した際に使用している。 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 

・窓口サービス係、各区民事務所で使用し、日本語のできない外国人が届出をす

る際のコミュニケーション手段として効果をあげている。 

 

  



件  名  番 号 

ホームページや通知等の多言語化 54 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 地域調整課 

内   容 

 

【ホームページの翻訳修正】 

新しいホームページの翻訳に活かせるように、翻訳語の辞書の内容を整理した。 

 

【通知等の多言語化】  

庁内各課からの翻訳依頼により、行政文書、案内サイン、ポスター挿入文言など合

計 63 件、約 135 ページを翻訳及び成果物の翻訳確認をした。 

 

 
 

従前からの改善点 

 所管からの原稿をやさしい日本語の原稿に修正することにより、翻訳後の文章もわ

かりやすい文面となった。 

  

例 

保護者同伴でお願いします  → 保護者と一緒に来てください 

食べたごみは持ち帰って～  → 食後に出たごみは持ち帰って～ 

～職員に声を掛けてください → 職員に聞いてください 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・依頼された翻訳原稿をやさしい日本語の文面に修正するため、所管課と打ち合わ

せることにより、所管課にどのように伝えたら外国人住民がわかりやすいか、周知

することができた。 

  



件  名  番 号 

学童保育室入室の案内及びしおりの多言語化 55 

関 連 施 策 
情報 

４－➄ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 住区推進課 

内   容 

 

【学童保育室入室案内】                            

     
       ◇英語◇          ◇中国語◇         ◇韓国語◇ 

【学童保育室入室のしおり】 

       
◇英語◇          ◇中国語◇        ◇韓国語◇ 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・外国人の方が学童保育室の入室申請をする際に、通訳の方を介さずに手続きを

進めることができている。また、通訳の方を介するケースでも、よりスムーズな案内

をすることができるようになっている。 

  



件  名  番 号 

多言語に対応した案内の作成 56 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 親子支援課 

内   容 

【児童手当のご案内】 
 

 

                                                                            

 

 

 

 

                                                    

                                             

                             
<英語>              <中国語>             <韓国語>  

 

【児童扶養手当のご案内】 
 

 

 
 

 

 

 

 

                                            

                                                    
 <英語>              <中国語>            <韓国語>                                             

 

                        

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・配布物を渡しながら説明することで、手当や制度について、より理解を深めていた

だく手助けになっている。また、項目等について、太字や下線を使うことで、見やす

くなった。 

  



件  名  番 号 

多言語に対応した案内の作成 57 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 こころとからだの健康づくり課 

内   容 

 小学校４年生・６年生、中学校２年生を対象とした「子どもの健康・生活実態調査」

にかかる通知の中で、多言語に対応した案内を作成した。 

 調査対象者の中には、日本語が不自由な外国人の方もいると考えられたため、通

知に「英語」・「韓国語」・「中国語」の翻訳を記載した問い合わせ先を設けた。 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/fukushi-kenko/kodomo-kenko-

chosa.html 

実   績 

効   果 
・ユニバーサルデザインに配慮した通知文を作成したことで、問い合わせがあった際

に、スムーズに対応することができた。 

 

  



件  名  番 号 

多言語に対応した母子健康手帳の作成 58 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 保健予防課 

内   容 

 

【実施期間】 通年 

 

【実施場所】 足立区役所 南館２階 保健予防課、 

中央本町地域・保健総合支援課及び各保健センター窓口 

 

両親ともに外国人で、日本語が理解できない方向けに、母子健康手帳の外国語版

を交付している（英語、中国語、韓国語、タガログ語、スペイン語、ポルトガル語、インド

ネシア語、タイ語、ベトナム語）。 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/hoken/k-kyoiku/kosodate/ninshin-

shussho.html 

実   績 

効   果 ・平成３０年度交付件数 ７１件（出生後交付も含む） 

  



件  名   番 号 

「資源の出し方 ごみの出し方」リーフレット版の多言語化 59 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 ごみ減量推進課 

内   容 

 

ごみ減量推進課、足立清掃事務所、戸籍住民課等で配布した。 

 

 

【日本語・英語】                【中国語・韓国語】 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

・外国人へのごみの分別方法の周知に寄与した。 

  



件  名   番 号 

保育施設利用申込案内等の多言語化（英・中・韓） 60 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管  子ども施設入園課 

内   容 

 

・子ども子育て支援新制度施行後、新たに保育施設の申込みをする外国人区民に対

して、英語・中国語・韓国語版の「保育施設利用申込み案内」を作成している。各認

可保育所、足立福祉課（中部を除く）、子ども施設入園課の窓口等で配布。 

 

・認可保育所、区立認定こども園の利用が決定した外国人区民用に英語・中国語・

韓国語版の「認可保育所・区立認定こども園通所のしおり」を作成している。各認可保

育所、子ども施設入園課の窓口等で配布。 

 

・家庭的保育（保育ママ）が、契約時等に保護者と事業内容の確認のために使用する

「足立区家庭的保育事業のしおり」について、英語、中国語、韓国語のしおりを作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

 

・次年度も引き続き多言語版の案内を作成し、区民サービスの向上を図っていく。 

・制度が複雑であるため、外国人区民に対しても、分かりやすい案内の作成が今後も

課題である。 

・次年度も引き続き作成・配布を行う。 

  



 

件  名  番 号 

足立区防災ナビの掲載情報の更新 61 

関 連 施 策 
情報 

４－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 災害対策課 

内   容 

 

 区民事務所仮移設等に伴う変更に対応するため、防災マップデータの更新を行っ

た。 

 

    

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・「足立区防災ナビ」の平成３０年度末の総ダウンロード数は４５，３３５件であり、１年

前と比べて１２，９５６件の増加となった。平成３０年度は北海道胆振東部地震や

西日本豪雨などの影響もあり、防災への注目度が上がったものと考えられる。 

  



件  名  番 号 

外国語での窓口・電話相談 62 

関 連 施 策 
情報 

４－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管 地域調整課 

内   容 

多文化共生の外国人相談窓口及び各課窓口の通訳支援、電話･メール対応を行っ

た相談種別 

在留資格・国籍・帰化 92 件 マイナンバー制度 46 件 

税金 373 件 住居・不動産 112 件 

保育施設 205 件 結婚・離婚相談 11 件 

子育て･親子支援関係 104 件 年金 162 件 

国保・社保 431 件 労働・労災 20 件 

住民票・戸籍証明等 96 件 生活保護・福祉 36 件 

住民異動関係 119 件 交通事故・損害賠償 3 件 

戸籍届出等 23 件 臨時給付金等 1 件 

教育・学校・幼稚園 152 件 DV 0 件 

健康・医療 114 件 その他 126 件 

日本語学習 166 件 合計 2,392 件 

 

通訳ボランティアによる通訳支援件数は 235 件 

相談員と通訳ボランティアの件数を合計して、2,627 件 

言語割合：中国語 1,863 件、英語 519 件、韓国語 244 件、タガロク語 1 件 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・所管課における多言語対応（電話通訳委託契約等）も進むなか、外国人相談窓

口には、どこで手続きすればよいかわからない在住外国人の方が相談に来庁す

る。手続き内容を精査し、適切な案内により相談解決に導くことができた。 

 

  



件  名  番 号 

ホームページ・ＳＮＳでのユニバーサルデザインの周知 63 

関 連 施 策 
情報 

４－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ①製品の貸し出し 

添付ファイルを開くと、製品の写真などを閲覧することができたが、トップページに

主な製品の写真を追加した。 

アクセス数：１９１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ②トイレの案内サイン 

足立区の施設のトイレに設置しているトイレマークの紹介ページを掲載した。 

   アクセス数：９３回 

 ③出張講座 

視覚障がい者の体験や聴覚障がい者との交流などをメインとした出張講座を実

施している社会福祉協議会のホームページをリンクした。 

   アクセス数：１５７２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④個別施策の評価結果の公表 

足立区ユニバーサルデザイン推進計画の平成２９年度に実施した事業の評価結

果を追加した。 

   アクセス数：１４９回 



関連する 

ホームページ 

 ①http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/udseihinkasidasi.html 

 ②http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/machizukuri/kokoro-ud.html 

 ③http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/ud-toilesain.html 

 ④http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesign-hyoukakekka.html 

実   績 

効   果 

 

 ①写真等を増やし、わかりやすい言葉にすることで、閲覧したいと感じるページを 

作成した。 

 ②足立区のユニバーサルデザインの取り組みを周知することができた。 

 ③関連するページにリンクを張ることでお互いに周知され、その結果、千寿双葉 

小学校で３～４日にわたって出張講座を行い、ユニバーサルデザインの理解を 

深めることができた。 

 ④各年度、評価結果を新規に掲載することで、区が行っているユニバーサル 

デザインに配慮した事業について周知することができた。 

  



件  名  番 号 

足立区区民評価委員会による行政評価の実施 64 

関 連 施 策 
しくみ 

５－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

担当所管 政策経営課 

内   容 

●足立区区民評価委員会による行政評価の実施 

  平成３０年度は、以下のとおり評価活動を経て、答申を得ることができた。 

 

４月２４日 

第１回区民評価委員会全体会 

・新委員への委嘱状交付 

・諮問書の交付 

・評価委員会の進め方について 等 

８月２１日 

第２回区民評価委員会全体会 

・各分科会評価の報告・検討 

・区民評価委員会報告書の内容検討 

６月１２日 ～ ８月９日 

区民評価（分科会） 延べ２９回 

・分科会評価の進め方について 

・ヒアリング時の質問項目等の検討 

・担当課への質疑・応答の形でヒアリングを実施 

・事業評価検討（重点プロジェクト事業、一般事務事業） 

８月２７日 

第３回区民評価委員会全体会 

・区民評価委員会報告書の内容検討 

９月５日 

区民評価委員会から区長へ答申 

 

●区民委員の公募 

  改選となる６名について、公募を実施した。応募にあたっては、子育てサロンや大

学、庁内他課が実施する会議や研修で募集チラシを配布するなどをした結果、１０

名の応募があった。１０名の応募者について、１次評価（作文）、２次評価（面接）を

実施し、６名を選定することができた。 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sesaku/ku/kuse/gyose-h28-kuminhyoka.html 



実   績 

効   果 

・区が実施した施策や事業について、学識経験者や公募による区民の視点からの

評価を実施することで、評価の客観性を高めるとともに、区民との協働と区政経営

の改革・改善を推進することができた。特に、男性、女性の比率も意識することで、

多様な視点からの評価につながっている。 

・行政評価は、区民目線からの「建設的な意見」を行うことをモットーに、区民と行

政の直接の対話を図っており、適正な評価と PDCA サイクルの定着に寄与してい

る。 

 

  



件  名  番 号 

パブリックコメントの実施 65 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

担当所管 政策経営課 

内   容 

 

１ 情報発信を強化するために、「足立区パブリックコメント活用マニュアル」を平成

３０年５月１日に改定し、以下の３点を新たに追加して各所管に対して実施を促

した。 

  

（１）募集開始時以外の情報発信 

（２）音声ソフトや翻訳ソフトに活用できるテキスト形式の資料作成 

（３）施策等に関係する所管窓口における積極的な資料公表 

 

２ １０件のパブリックコメントを実施 

 

  【実施内容及び意見募集期間】 

  （１）景観形成のための基準（西新井大師地区）の概要（案） 及び 足立区景

観計画（平成２１年５月策定）の改定（案） 

平成 30 年 4 月 2 日（月）から 5 月 1 日（火）まで 

 

  （２）江北エリアデザイン計画案 

平成 30 年 9 月 10 日（月）から 10 月 9 日（火）まで 

 

  （３）特定個人情報保護評価書（全項目評価書）（再評価案）【地方税に関する

事務】 

平成 30 年 9 月 18 日（火）から 10 月 19 日（金）まで 

 

  （４）足立区集合住宅の建築及び管理に関する条例」一部改正（素案）の概要 

平成 30 年 11 月 1 日（木）から 11 月 30 日（金）まで 

 

  （５）第四次足立区一般廃棄物処理基本計画（案) 

平成 30 年 11 月 26 日(金）から 12 月 25 日（火）まで 

 

  （６）足立区災害廃棄物処理計画（案） 

平成 30 年 11 月 26 日(金）から 12 月 25 日（火）まで 

 

  （７）足立区地域包括ケアシステムビジョン（案） 

平成 30 年 12 月 12 日（水）から 1 月 11 日(金)まで 



 

  （８）「足立区宅地開発事業調整条例」の制定（素案） 

平成 31 年 1 月 4 日（金）から 2 月 4 日（月）まで 

 

  （９）北綾瀬ゾーンエリアデザイン計画 本編（案） 

平成 31 年 1 月 28 日（月）から 2 月 28 日(木)まで 

 

  （10）足立区区営住宅等長寿命化計画（素案） 

平成 31 年 2 月 14 日（金）から 3 月 15 日(火)まで 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/ku/mado/p-comment/index.html 

実   績 

効   果 

1 「足立区パブリックコメント活用マニュアル」に基づき、各所管がツイッター・フェイ
スブックによる情報発信やテキスト形式資料のホームページ掲載に取り組み、情
報発信を強化した。 

2 区民生活に広く影響を及ぼす区の基本的な施策等を策定・改定する過程で、そ
の案を広く公表し、区民だれもが意見等を述べることができる機会を設け、それに
対する区の考え方を公表することができた。（意見数：３０８件／１４２人） 

 

  



件  名  番 号 

パブリックコメントの実施（足立区景観計画） 66 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇    ● 

担当所管 都市計画課 

内   容 

 

足立区景観計画とは、景観法（平成１６年法律第１１０号）及び足立区景観条例の

規定に基づき、景観形成に関する目標や方針を明らかにし、より実効性のある施策を

推進するものである。 

 平成２９年３月に、西新井大師周辺地区まちづくり協議会から特別景観形成地区

（※）指定申請書が提出された。これを受け、西新井大師地区の特別景観形成地

区指定に向け、足立区景観計画の改定案についてパブリックコメントを実施した。 

（※）特別景観形成地区・・・区における良好な景観の形成を推進する上で、特に重

点的に取り組む必要がある地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【現行計画表紙】          【西新井大師地区エリア区分図】 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/keikankeikaku-kaitei.html 

実   績 

効   果 
・１名の方から意見をいただいた。その意見に対し、区の考え方をホームページにて公表し

た。 

  



件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン推進会議の実施 67 

関 連 施 策 
しくみ 

５－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

担当所管  ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 ■足立区ユニバーサルデザイン推進会議 評価部会 

開催日時：平成３０年４月２４日 

・各部会にて担当所管と意見交換後、外部評価施策について評価 

 ■内部評価部会 

開催日時：平成３０年４月２７日 

・内部評価施策について評価 

 ■第１７回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成３０年５月２９日 

・平成２９年度事業実施分の個別施策評価の報告 

・評価部会の実施方法 

 ■第１８回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成３０年７月１１日 

・委員評価に対する担当所管からの意見及び改善案の報告 

・次年度実施事業の評価スケジュール 

 ■第１９回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成３０年１２月１０日 

・ユニバーサルデザイン推進計画改定の概要 

・推進会議区民委員の公募 

 ■第２０回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成３１年２月２６日 

・ユニバーサルデザイン推進計画の改定（素案） 

・次年度の年間スケジュール 

関連する 

ホームページ 
 http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesignsuisinkaigi.html 

実   績 

効   果 

 

・評価部会では、担当所管と直接意見交換を行うことで、担当所管はユニバーサル

デザインの理解を深め、意識を高めることにつながった。 

・推進計画の改定において、推進会議での意見をもとに、施策体系の見直しに反映

することができた。 

 



件  名  番 号 

障がいのある方とともに実施した公園施設の点検 68 

関 連 施 策 
しくみ 

５－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

担当所管 みどり推進課、パークイノベーション担当課 

内   容 

【実施日】 

 平成３０年９月２８日 

【実施場所】 

区立ベルモント公園（梅島１-33-7、2-17-2） 

区立梅島公園（梅田 7-20-9） 

区立青井ふれあい公園（青井１-3-1） 

【参加者】 

  足立区障害者団体連合に紹介いただいた８名の方 

【内容】 

 各公園の出入口、園路、トイレなどについて、利用上の課題を確認した。 

 確認した事項は、可能な限り公園改修工事の設計に反映した。 

 例）車いすが出入りできるよう車止め柵を再配置 

   出入口及びトイレまでの誘導ブロック等設置 

   出入口スロープの勾配の改善    

   トイレにオストメイトやベビーチェアを設置 

   車いす利用者用の駐車スペース確保 など 

    

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

・施設点検の結果は、公園改修工事の設計に可能な限り反映した。 

・ベルモント公園、梅島公園は２０１９年度、青井ふれあい公園は２０２０年度に改修

を行う予定である。 

  



件  名  番 号 

通学路合同点検の実施 69 

関 連 施 策 
しくみ 

５－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ○ 

担当所管 学務課 

内   容 

 

【事業の概要】 

小学校の通学路の安全を確保するため、教育員会、学校関係者（各小学校、ＰＴ

Ａ、開かれた学校づくり協議会）、道路管理者（国、都、区都市建設部）、警察が合同

で通学路を点検し、結果に応じた安全確保策を講じる。定期点検は４年に１回、その

他、学校の要望等に基づき随時の点検を実施。 

 

【対策例】 

横断歩道、外側線の塗り直し、スクールゾーンの路面表示、グリーンベルトの施行

等。る 

ホ  
【横断歩道、グリーンベルト等、通学路点検による対策施工例】 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/gakumu/k-kyoiku/shochu/tsuugakuroannzenn- 

tenken.html 

実   績 

効   果 

・平成３０年度は小学校２１校、中学校１校で延べ２５回実施した。関係機関が合

同で現場確認、対策の立案、対策の実施、効果の確認を進め、通学路の安全確

保に寄与した。 

 

 


